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コメント 

 本研究は、現代暗号技術と先端量⼦鍵配送(QKD)技術の融合
によって、計算機の⾶躍的発展や量⼦計算機の実⽤化後におい
ても、秘匿性を保証できるネットワーク技術の基盤を構築しよ
うとするもので、社会的に重要な課題である。秘匿性確保への
懸念を、QKD 技術の問題点を回避して解決することは、時宜を
得た挑戦的課題であり、両分野の研究者の本格的な連携により
実⽤化を促進しようとする点に特⾊がある。 

本研究では、⽬的が明確に設定され、応募者をはじめ、量⼦
暗号や秘密分散系に関する顕著な実績を有する強⼒な研究協⼒
体制が構築されていることからも、⼤きな研究成果が期待でき
る。また、QKD 技術の⾼度化には新⼿法に関する提案も含まれ
ており、先進性と学術的意義が認められるとともに、通信の⾼
度化への波及効果も期待できる。 

  

  


